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「金屋獅子踊り」を永遠に
２月23日㈰　金屋集落開発センター

新たな観光情報の発信基地がオープン
３月１日㈯　JR村上駅前

　約300年の伝統を持つ金屋獅子踊りをさらに盛り上
げていこうと、保存会の有志約20人が「金屋獅子を語
るワークショップ」を開催しました。
　参加者からは「獅子踊りに関わるメンバーと観客の
どちらもが楽しむことのできる祭りにすることで、未
来へ引き継いでいくことができるのでは」などといっ
た将来に向けた意見が活発に交わされました。金屋獅
子踊りは、毎年７月14・15日の金屋祭りで見ることが
できます。

　JR村上駅前の旧交番跡地に観光案内所「むらかみ　
旅なび館」が完成しました。
　古材や越後杉をふんだんに利用した町屋づくりのこ
の施設は、新たな観光拠点として、さまざまな情報を
発信しながら、村上市をPRしていきます。

　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。
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催
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。
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５
０
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　村上地域振興局が作製した冊子「森林と
わたしたちのくらし」が村上市および岩船
郡内の小学校に贈呈されました。これは「地
域の自然や森林について、子どもたちにもっ
と学んでほしい」と村上管内の森林・林業関
係団体や教職員などがまとめたもので、小
学校４〜６年生の総合学習などで役立てら
れます。

　

地
域
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。
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介
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。
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。
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交流がつなぐ笑顔と心
３月８日㈯・９日㈰　大毎地内

新たなお宝を発見
３月16日㈰　さんぽく会館

杉浦太陽さんがやってきた
３月15日㈯　総合文化会館

　さんぽくごっつぉ物語協議会主催で開催された「雪
山メープルシロップ物語」。メインはメープルシロッ
プの作業を体験することですが、笹だんごづくりや餅
つきなど地域の人との交流も大切にしています。参加
者の一人は「地域のおもてなしの心が伝わり、大毎が
好きになりました。」と笑顔で話してくれました。

　山北地区まちづくり協議会主催の「地域づくり楽習会」
で、学童保育所の子どもたちによる「山北の昔語り紙芝
居」が行われました。おじいちゃんやおばあちゃんに習っ
た昔の言葉でゆっくりと感情を込めて語る子どもたちの
姿に、来場者の顔には自然と微笑みが。この「昔語り」は、
新たな山北の「宝」となるでしょう。

　「やっぱり雪国ですね」自身４回目となる村上市に
懐かしさ感じさせる表情を浮かべながら、にこにこ
とタクシーを降りてきた杉浦太陽さん。
　「村上にはおいしいものがいっぱいある」「子育て
はやってあたりまえ」「なぜ『イクメン』と呼ばれる
のかわからない」また、家事については「自分がで
きることを見つけて積極的に動く」「分担して早く終
わらせて自分の時間や子どもとすごす時間にする」
など、料理や家庭生活の持論を展開し、会場を沸か
せました。
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。
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介
や
集
落
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。
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。
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ゆ
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ラ
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取
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。
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６
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品
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ん
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